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り
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ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

　

極
端
に
少
な
い
の
は
？ 

【
西
依
（
質
疑
）】　

■
市
長
は
、
公
約
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
積

極
的
活
用
と
し
て
、
地
場
産
業
の
振
興
と

大
幅
な
税
収
確
保
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
当
初
５
億
円
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
実
際
の
歳
入
は
約
２

億
５
千
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
差
を

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
課
長
（
答
弁
）】

■
寄
付
金
が
当
初
見
込
ん
で
い
た
金
額
に

達
し
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
寄
附
額
の
約
４
割
を
占
め
て
い
た
主
要

な
謝
礼
品
が
、
市
内
で
の
生
産
で
は
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
務
省
の
地
場
産
品

基
準
に
基
づ
き
謝
礼
品
か
ら
除
外
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
要
因

で
す
。

【
西
依
（
質
疑
）】　

■
寄
附
者
は
「
自
分
の
寄
附
が
ど
う
役

立
っ
た
の
か
」
を
知
り
た
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
寄
附
金
の
使
途
や
効
果
を

写
真
や
事
例
で
わ
か
り
や
す
く
示
す
、
見

え
る
化
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
栖
市
な
ら
で

は
の
強
み
を
生
か
し
た
体
験
型
返
礼
品
を

拡
充
す
る
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
市
の
考
え
は
。

■
鳥
栖
市
で
は
、
令
和
７
年
７
月
１
日

診
療
分
か
ら
、
高
校
生
世
代
の
通
院
や

調
剤
に
か
か
わ
る
医
療
費
助
成
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
通
院
も
入
院
も
一
部
自
己

負
担
が
あ
り
、
こ
れ
を
無
償
に
す
る
に

は
新
た
に
１
億
円
の
財
政
負
担
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
助
か
る
け

れ
ど
、
完
全
に
無
償
化
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、

「
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
完
全
無

償
化
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
余
分
な
負
担
を
か

け
る
こ
と
な
く
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
と
安
心
を
守
り
、「
子

育
て
安
心
の
ま
ち
鳥
栖
」
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
子
ど
も
が
遊
べ
る
魅
力
あ
る
広
場
を
提

案
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
央
公
園
や
駅
東
側
に
大
型
遊

具
を
整
備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
き
り

体
を
動
か
せ
る
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
の
遊
具
は
普
段
は
遊
び
場
と
し
て
、

災
害
時
に
は
テ
ン
ト
や
物
資
置
き
場
、
救

護
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
設
計

齢
者
で
も
も
っ
と
気
軽
に
外
出
で
き
る

環
境
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

バ
ス
路
線
を
再
編
し
、
利
便
性
を
高
め

ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
乗
車
券
を
65

歳
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

外
出
を
促
進
す
る
こ
と
で
健
康
づ
く
り

に
も
つ
な
げ
ま
す
。

　

加
え
て
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

デ
マ
ン
ド
交
通
と
の
連
携
を
進
め
、
バ

ス
路
線
の
届
き
に
く
い
地
域
に
も
移
動

の
安
心
を
広
げ
ま
す
。

　

人
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
誰
も
が
安
心

し
て
移
動
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
鳥

栖
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
！

【決算歳入】
・市　税　　　　　　138 億 7272 万 8 千円
　　市民税 54.08 億（個人 38.03 億・法人 16.04 億）
　　固定資産税 69.8 億・都市計画税 7.3 億
　　軽自動車税 2.6 億・市たばこ税 6.5 億円
・ふるさと寄附金    2 億 5563 万円
・地方消費税交付金  20 億 6375 万円
・地方交付税　　　　　 　18 億  798 万円
・国庫支出金　　　　　 　69 億  603 万円

【決算歳出】（主な事業）
・自治体 DX 推進事業        　      1 億 5342 万円
・若葉まちセン改修事業　　　　　　 2833 万円
・新庁舎整備事業  　　　 3 億 4081 万円
・広域組合負担金 ( 介護保険 )　　8 億  566 万円
・出産・子育て応援交付金事業　　　 6267 万円
・子どもの医療費助成事業   　    3 億  958 万円
・東部環境施設組合負担金 　 　　5 億 2992 万円
・旧ごみ解体・ストックヤード整備　 5313 万円
・栖の宿管理事業      　　　　　　    4125 万円
・プレミアム付商品券発行事業          7174 万円
・ふるさととす応援寄附金事業 　1 億 3297 万円
・企業立地奨励金　　　　　      　　 6643 万円
・四阿屋周辺整備事業　　　　　　　 2130 万円
・道路舗装事業　　　　　　　　 2 億 6727 万円 
・国交省・今町線等道路改良事業    　2132 万円
・都市公園遊具改修等事業   　          8098 万円
・地方バス路線事業　　　　　          5481 万円

令和６年度決算　342憶 488万 5千円　令和６年度決算　342憶 488万 5千円　令和６年度決算　342憶 488万 5千円　

【歳出】（主な事業）
・定額減税調整給付金給付事業    1 億 2602 万円
・自治公民館建設補助金 ( 村田・松原 ) 248 万円
・子育て応援給付金（12,600 人）         6300 万円
・生活困窮者自立支援の機能強化事業  250 万円
・指定ごみ袋作製事業                       403 万円
・古野町交差点改良事業　　　　　  　660 万円
・河川浚渫改良事業                         1700 万円
・道路維持・舗装費                   1 億 2098 万円
・鳥栖駅周辺整備事業                      6400 万円
・放課後児童クラブ整備事業             2152 万円
・基里中学校大規模改造事業              400 万円
   （継続費 R7 ～ R10：22 億 7600 万円）

【決算歳出】（主な事業）
・消防事務組合負担金　 　　　7 億 1755 万円
・鳥栖駅周辺整備事業　　　　         1429 万円
・水泳授業の民間委託検証事業 　      436 万円
・多子世帯学校給食費助成事業         3923 万円
・放課後児童健全育成事業         3 億 1637 万円
・アリーナ練習拠点開放奨励金         3000 万円

■
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
年
を
通

じ
て
利
用
で
き
る
温
水
プ
ー
ル
は
、
水

泳
や
水
中
運
動
を
通
じ
て
健
康
寿
命
を

延
ば
す
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
学
校
の
水
泳
授
業
に
も

活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
水

に
親
し
み
、
命
を
守
る
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

他
自
治
体
で
は
、Ｒ
Ｆ
Ｉ
方
式
＝
民
間

活
力
を
活
用
し
て
コ
ス
ト
を
縮
減
し
な

が
ら
屋
内
プ
ー
ル
を
整
備
し
、
効
率
的

な
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

【
課
長
（
答
弁
）】

■
使
途
に
つ
い
て
鳥
栖
市
を
応
援
す
る
寄

附
者
の
思
い
を
具
体
化
す
る
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
基
金
条
例

を
制
定
し
、
寄
附
金
を
使
途
別
に
管
理
い

た
し
て
お
り
ま
す
。　

　

そ
の
上
で
、
令
和
７
年
度
か
ら
使
途
に

応
じ
た
事
業
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
充
当
し
た
事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
公
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
謝
礼
品
の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て

は
、
体
験
型
返
礼
品
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

市
の
強
み
を
活
か
し
た
謝
礼
品
の
新
規
開

拓
及
び
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自治体 2023年度寄付額 2024年度寄付額 前年比

鳥栖市 5億4722万円 2億5563万円 ▼53.3

神埼市 18億6002万円 15億0360万円 ▼19.2

吉野ヶ里町 36億6548万円 42億7713万円 16.7

基山町 9億406万円 10億4597万円 15.7

上峰町 75億4313万円 18億5994万円 ▼75.3

近隣自治体のふるさと納税

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
す
る
提
言

子
ど
も
の
遊
び
場
に
関
す
る
提
言

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
提
言

公
共
交
通
に
関
す
る
提
言

に
し
、
防
災
機
能
の
強
化
に
も
つ
な
げ
ま

す
。

　

加
え
て
、
弥
生
が
丘
の
本
ご
う
大
池
を

活
用
し
、
自
然
の
中
で
自
由
に
遊
べ
る
空

間
に
し
ま
す
。
落
ち
葉
遊
び
、
水
辺
の
観

察
な
ど
、
四
季
折
々
の
自
然
を
体
験
で
き

る
場
と
し
て
、
親
子
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
一
緒
に
関
わ
る
居
場
所
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

鳥
栖
な
ら
で
は
の
自
然
と
人
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
鳥
栖
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
！

■「
地
域
を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
の
充
実
」

を
提
案
し
ま
す
。 

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
買
い
物
や

病
院
に
行
く
バ
ス
が
少
な
く
不
便
」「
高

　

鳥
栖
で
も
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
、

授
業
利
用
と
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
両

立
す
る
、
持
続
可
能
な
プ
ー
ル
を
目
指

し
ま
す
。

　

世
代
を
超
え
て
使
え
る
施
設
で
、「
ス

ポ
ー
ツ
と
健
康
の
ま
ち
鳥
栖
」
を
実
現

し
て
い
き
ま
す
！ 
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９
月
議
会
一
般
質
問

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
は
鉄
道
高
架
化
を
、
こ
れ
ま
で
正
式

な
「
市
の
方
針
」
と
し
て
決
定
し
た
こ
と

は
あ
る
の
か
、
ま
た
駅
東
側
の
未
利
用
地

の
現
在
の
市
と
し
て
の
位
置
付
け
は
、
高

架
化
用
地
な
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
鉄
道
高
架
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和

６
２
年
３
月
に
策
定
し
た
「
鳥
栖
駅
周
辺

市
街
地
整
備
構
想
」
の
中
で
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
と
合
わ
せ
、
鉄
道
高
架
化
事

業
を
市
街
地
整
備
の
基
本
方
針
と
し
て
決

定
し
て
お
り
ま
す
。

河内ダム拠点整備プロジェクト（案）

■
第
一
に
、
高
架
化
事
業
に
つ
い
て
で
す
。

短
期
施
策
が
一
定
の
目
処
を
迎
え
た
段
階

で
、
財
政
負
担
や
Ｂ
／
Ｃ
値
を
根
拠
に
、

将
来
世
代
へ
先
送
り
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
短
期
施
策
の
最
大
限
の
活
用

で
す
。
虹
の
橋
は
長
期
使
用
を
前
提
に
維

持
管
理
計
画
を
立
て
、
利
便
性
向
上
の
た

め
の
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

第
三
に
、
駅
東
側
の
未
利
用
地
で
す
。

高
架
化
と
は
切
り
離
し
、
定
期
借
地
で
の

活
用
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
市
の
安
定

収
益
源
と
地
域
振
興
の
核
と
し
ま
す
。

　

第
四
に
、
短
期
施
策
と
未
利
用
地
活
用

を
基
軸
に
、
現
実
的
で
持
続
可
能
な
都
市

像
を
描
き
ま
す
。
駅
東
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を

中
心
に
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
・
住
宅
を
融
合

さ
せ
、
雇
用
と
定
住
人
口
を
拡
大
し
ま
す
。

　

第
五
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
イ
ン
フ
ラ

で
す
。
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
官
民
連
携
で

整
備
し
ま
す
。
全
天
候
型
の
拠
点
と
し
て
、

ス
タ
ジ
ア
ム
や
サ
ロ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ
と

一
体
化
し
、
健
康
と
交
流
を
支
え
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

鉄
道
高
架
化
は
市
の
方
針
化
？

　

「平
成
18
年
に
白
紙
撤
回
」

鳥
栖
市
に
と
っ
て
鉄
道
高
架
化
は

　

本
当
に
必
要
な
事
業
な
の
か

水
道
料
金
の
減
免
は
可
能
か

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
１
８
年
２
月
に

鉄
道
高
架
連
続
立
体
交
差
事
業
を
白
紙
撤

回
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
様
々
な
検
討
が

な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

鳥
栖
駅
東
側
の
市
有
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
６
２
年
の
方
針
に
沿
っ
て
鉄
道

高
架
用
地
と
し
て
購
入
し
た
土
地
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
所
管
課
に
お
い
て

必
要
に
応
じ
た
暫
定
的
な
活
用
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

鳥
栖
駅
東
未
利
用
地

　

定
期
借
地
等
で
の
活
用
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
民
全
体
に
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
水

道
料
金
の
基
本
料
金
を
３
か
月
間
無
料
に

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
現
在
の
水
道

事
業
の
経
営
状
況
や
必
要
な
財
源
の
観
点

か
ら
、
こ
の
施
策
は
実
施
可
能
か
。

【
上
下
水
道
局
長
（
答
弁
）】

■
本
市
の
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

概
算
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
給
水
収
益
が

税
抜
で
約
１
３
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
約
５
０
％
が
基
本
料
金
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

仮
に
基
本
料
金
を
３
か
月
間
、
減
免
す

る
場
合
に
は
、
約
１
億
７
千
万
円
の
減
収

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

減
免
を
行
う
場
合
は
、
純
利
益
が
赤
字

と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
資

金
不
足
と
な
り
、
同
程
度
の
資
金
を
取
り

崩
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
財
政
基
盤

が
脆
弱
と
な
り
、
経
営
状
況
の
よ
り
早
期

の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
水

道
事
業
、
独
自
で
の
基
本
料
金
の
減
免
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
西
依
（
提
案
）】

■
こ
れ
ま
で
試
算
し
た
高
架
化
の
概
算
事

業
費
、Ｂ
／
Ｃ(

費
用
便
益
費)

は
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
鉄
道
高
架
化
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
１
７
年
に
佐
賀
県
で
補
助
事
業
採
択

基
準
の
適
合
性
の
検
討
が
な
さ
れ
て
お

り
、
約
４
．
３
ｋ
ｍ
の
鉄
道
高
架
連
続
立

体
交
差
の
概
算
事
業
費
は
約
４
４
３
億

円
、
費
用
便
益
比
は
０
．
３
６
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

高
架
化
の
事
業
費
は
？

「
平
成
17
年
４
４
３
億
円
」

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鉄
道
高
架
化
の
再
検
討
の
時
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
「
鳥

栖
駅
東
短
期
施
策
」
に
つ
い
て
一
定
の
目

途
が
た
っ
た
時
点
で
着
手
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
に

期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
、
若
者
が
買
い

物
や
通
学
・
通
勤
の
つ
い
で
に
投
票
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
か
。

【
選
挙
管
理
委
員
長
（
答
弁
）】

■
Ｓ
Ｃ
の
よ
う
な
若
者
が
多
く
利
用
す
る

施
設
で
の
開
設
は
、
多
く
の
有
権
者
の
目

に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
投
票

率
の
向
上
を
図
る
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
管
理
者

や
投
票
立
会
人
の
高
齢
化
や
長
時
間
従
事

の
負
担
な
ど
に
よ
り
人
員
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
所
ス
ペ
ー
ス
の
安
定
的
な

確
保
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
二
重
投

票
防
止
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等

こ
れ
ら
に
係
る
経
費
な
ど
、
選
挙
に
関
す

る
諸
課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
方
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
他
の
課
題
と
と
も
に
全
体
と
し
て
整

理
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

皆
様
の
声
を
政
策
提
案
に
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【
西
依
（
提
案
）】

■
今
回
の
鳥
栖
駅
東
短
期
施
策
と
鉄
道
連

続
立
体
交
差
事
業
と
の
整
合
性
は
な
い
。

　

二
重
投
資
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
高
架

化
の
是
非
に
つ
い
て
市
と
し
て
早
急
に
結

論
を
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。
ま

た
現
時
点
で
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
将
来

世
代
に
先
送
り
し
、
短
期
施
策
を
有
効
に

活
用
で
き
る
段
階
的
な
整
備
に
移
行
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鉄
道
高
架
化
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
新
鳥
栖
・

武
雄
温
泉
駅
間
の
整
備
方
針
が
議
論
さ
れ

て
い
る
中
に
お
い
て
は
、
鳥
栖
駅
の
機
能

が
明
確
に
な
り
鉄
道
高
架
化
の
検
討
に
至

る
ま
で
に
は
長
期
間
を
要
す
る
も
の
と
想

定
さ
れ
る
た
め
、
現
状
の
鳥
栖
駅
周
辺
の

課
題
に
対
応
し
た
短
期
施
策
の
取
組
を
段

階
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
鳥
栖
駅
の
線
路
本
数
で
の

　
　
　

鉄
道
高
架
化
は
難
し
い

■
現
在
、
山
浦
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
調
査
中
で
す
が
、
県

道
１
７
号
線
か
ら
山
浦
Ｓ
Ｉ
Ｃ
付
近
を
経

由
し
、
県
道
３
１
号
川
久
保
線
へ
抜
け
る

道
路
の
整
備
を
提
案
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
に
国
道
34
号
線
と
県
道
中

原
鳥
栖
線
の
接
続
を
要
望
し
ま
す
。
結
果

市
街
地
を
通
ら
ず
、
鳥
栖
南
部
を
通
っ
て

国
道
３
号
線
に
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
国
道
34
号
線
そ
の
も
の
も
、

バ
イ
パ
ス
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
通
過
交

通
を
分
散
し
、
市
内
の
渋
滞
を
根
本
か
ら

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

鳥
栖
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
提
言

【
西
依
（
質
問
）】

■
公
約
に
掲
げ
る
「
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン(

高
架
化
の
再
検

討)

」
は
任
期
中
に
策
定
さ
れ
る
の
か
。

鳥栖駅東賑わい拠点イメージ（西依案）

【
西
依
（
提
案
）】

■
高
架
化
の
検
討
を
先
送
り
し
た
場
合
、

駅
東
未
利
用
地
も
活
用
で
き
る
が
、
数
十

年
の
定
期
借
地
等
で
市
の
収
益
が
期
待
で

き
る
が
、
利
活
用
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鳥
栖
駅
東
側
の
市
有
地
の
更
な
る
土
地

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
事
業
に
対
し

ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

鳥
栖
市
が
取
り
組
む

　

物
価
高
対
策
に
つ
い
て

鳥
栖
市
の
若
者

　

投
票
率
向
上
に
つ
い
て

Ｓ
Ｃ
に
期
日
前
投
票
所
を

渋
滞
解
消
に
関
す
る
提
言


